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第 1章 住民投票に至る経緯 
1．市長選とマニフェスト 
長野県佐久市長選は平成 21年 4月 12日告示され、前県議の栁田清二（39）と前県佐
久地方事務所長の木曽茂（60）の新人二人によって争われた。旧佐久市の時代から 5期
20年続いた三浦大助市長（81）の任期満了、引退に伴って行われるもので、同時に市議
選（定数 28）も行われた。投開票は 4 月 19 日で大きな争点は 2 つあった。一つは佐久
総合病院の移転問題、もうひとつは市総合文化会館の建設問題である。市総合文化会館





特に総合文化会館に関しては前市長が任期間際の平成 21 年 1 月に、JR 佐久平駅近く









平成 21 年 3 月に前市長の下で策定された「基本設計」に基づき、同年 8 月に「基本
設計市民説明会」を佐久市内 5会場で開催し、同じく 11月から 12月にかけて市内の既
存会館等で行われた講演会場で新文化会館の「管理運営の基本計画策定の参考資料」に
するための観客アンケートを延べ 6会場でおこなった。 







































9 月 29 日の佐久市役所を初回に、11月 3 日まで市内各地の 13 会場で 21回開催してまいり
ます。 
 また、建設賛成・反対の皆様が、パネラーとしてそれぞれのご意見を発表していただきな
がら討論する場として、「総合文化会館建設の賛否を問う市民討論会」を 10 月 16日に長野
県佐久勤労者福祉センター、11 月 6 日に佐久創造館の 2 会場で開催をいたします。この討
。 
                                                   
4 佐久市ＨＰ平成 22年佐久市議会第 3回定例会会議録より
http://gikai.city.saku.nagano.jp/discuss/cgi-Bin/WWWframeNittei.exe?a=frameNittei&USR=weBu
sr&PWD=&L=1&R=K%5fH22%5f09060001%5ftxt%5fL00000015%5f00000327 
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表 1 佐久市住民投票条例の原案対修正条例の比較 
 
佐久市住民投票条例原案対修正条例の比較 













な   し 
な   し 
投票権者の 2分の 1以上 







                                                   
8  テキストは兼子 仁「新地方自治法」岩波新書、2000、p72 
(筆者作成) 
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第 2章 住民投票に向けた活動 
1．行政は何をしたか 




(平成 22年 9月 22日発行)に詳しいが主なものを列挙してみる。 
これにより住民投票に必要な判断材料情報が殆ど網羅され、市長の公約である「徹底
した情報の公開」が実現されている。 







(3)  市民討論会の開催（10 月 16日、11月 6日） 















                                                   
9  佐久市ＨＰより（http://www.city.saku.nagano.jp/cms/html/entry/3214/376.html） 
佐久市の住民投票に見る公民連携 





















地区と岩村田地区に分かれて一日 250 枚～300 枚を目処に歩いてポスティングを行って
いた。配布数は毎回 3000枚で紙代、コピー代、切手代はすべて自分たちで負担する。5
月に会を発足させて以来既に 4種類のチラシを配布してきた。 









                                                   
10 藻谷浩介「デフレの正体」角川書店、2010、p246 
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 告示前の 10 月と 11月の 2回「実名と電話番号入り」で反対意見広告を佐久市の全戸
に配布した元会社員(65)の記事が、11 月 4 日付の朝日新聞に載っていた。佐久市は




第 3章 住民投票公示日から投票日まで 
1．行政は何をしたか 













                                                   





















 新たな動きとして住民投票まであと 3 日とせまった 11 月 11 日、「信州佐久ケーキ職
人の会」に加入する市内の洋菓子店 10店舗が一斉に共通のポスターを張り出した。 
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11 月 13 日までの期日前投票は 10,603 人で、投票資格者 80,058 人の 13.24％に当た
る。これは市長選の時の期日前投票者 12,021 人（14.98%）には及ばなかったが、告示
日から 13 日まで毎朝、職員約 50人が街頭活動した成果の現れと言える。 
 
第 4章 佐久市住民投票の結果が判明して 







表 2 佐久市総合文化会館の建設の賛否を問う住民投票開票結果 
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2. 並木市議会議長のインタビュー 
































中止」を即断した。建設推進派にしてみれば 1986年 9月に活動を開始して、実に 25年
                                                   
13 11月 16日付朝日新聞より 
14 11月 16日付朝日新聞より 
15 11月 16日付信濃毎日新聞より 
16 12月 7日付信濃毎日新聞より 
17 11月 16日付信濃毎日新聞より 
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におよぶ早期建設運動に終止符が打たれることになる。 
しかし過去 25 年を振り返れば実に目まぐるしく世の中が変化した時代であった。筑
波万博を経て 1990 年の大蔵省による総量規制とこれに伴うバブルの崩壊、失われた 10













1．合併特例債で取得した土地 2万 3000㎡を活用する代替事業探し 
2．当該土地を取得した 31億 6,200万円（金利含む）の一括返還問題 















                                                   
18 東洋大学大学院経済学研究科編著「公民連携白書 2009～2010」時事通信社 2009年 
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で豊かな関係を築いて連携し、市民の公共（市民の社会）を作ることが求められている』 
 
 そこで TAPE について検証してみたい。 


























                                                   
19  室井力編「住民参加のシステム改革」日本評論社 2005、p23 
8段階で評価すると、第 5段階の懐柔から第 6段階のパートナーシップへとステッ
プアップを図る段階と見てとれる。 
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2．住民投票後の課題解決に向けた取り組み 
前章で掲げた佐久市における住民投票執行後の取組について順を追って検証したい。 
(1) 「合併特例債で取得した土地 2万 3千平米を活用する代替事業探し」について 
佐久市が作成した、「佐久市総合文化会館に係る用地の中止による利活用について
(案)」を、平成 22 年 12 月 22 日の市議会全員協議会に提示し、選定理由や経緯につい
て市は、11 月 14 日の住民投票の結果を受けて、建設中止を決めた総合文化会館の建設
予定地について、売却せずに市有地として活用する方法を検討する方針を固めた。購入
に充てた合併特例債 31 億円の返還を避けるため、国や県と協議し、文化会館建設に代
わる事業を検討することとし、A4 版 5枚の資料 20



























                                                   
20 佐久市ＨＰより： http://www.city.saku.nagano.jp/cms/html/entry/3986/file980.pdf 
21  杉岡務後援会 Blogより：http://sugioka.exBlog.jp/ 
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(2)  当該土地を取得した 31億 6200万円（金利含む）の一括返還問題 
土地の取得に要した財源の内訳を信濃毎日新聞の記事から見てみよう。 












岩崎副市長は平成 22年 12月 10
                                                   
22 佐久市ＨＰ：http://www.city.saku.nagano.jp/cms/html/entry/3214/file348.pdf 
(出所：信濃毎日新聞平成 22 年 10 月 6 日朝刊より) 
図 3 総合文化会館を建設する場合と中止した場合
の市の財政負担比較表 
(出所：信濃毎日新聞平成 22 年 12 月 23 日朝刊より) 
図 2 佐久市総合文化会館建設予定地の後利用について報じる記事 
佐久市の住民投票に見る公民連携 










(3)  20 億円の建設基金とその中に含まれる市民の寄付 820万円の取り扱い 
平成 22 年 11 月 30 日佐久市総合文化会館早期建設を願う会会長 田原彰人他 5 名に


















(5)  市の文化振興を会館なしでどう進めるかの青図 
平成 22 年 11 月 17日放送の「fmさくだいら」から市長の考えを推測する。 
                                                   
23佐久市ＨＰ請願・陳情付託表（12月 15日）：
http://www.city.saku.nagano.jp/cms/html/entry/3907/113.html 
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思い起こせば日本の民主主義は昭和 20年 8月 14日のポツダム宣言受諾、日本軍の無
条件降伏、翌 8 月 15 日の玉音放送→敗戦、から始まった。それから 2 年後の昭和
22 年新憲法施行、翌昭和 23 年に『民主主義』24
その第 17 章「民主主義がもたらすもの」の第 2 節「民主主義の原動力」
（文部省著作）という社会科の
教科書が上下巻に分かれて刊行され、当時の中学生・高校生がこれを使って学






                                                   
24 復刻版文部省著作教科書「民主主義」径書房 2004年 
25 前掲書 ｐ360 
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一方市民の側にも問題がある。それは 20 代の男女の投票率の低さ 26
20 代の若者の投票に対する関心の低さについて、和光市の松本市長は 1 月 10日のブ
ログ
である。20 代男
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28 12/22信毎 WeB：http://www.shinmai.co.jp/news/20101222/KT101221ATI090017000022.htm 
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(別紙資料 2) 佐久市総合文化会館建設の賛否を問う住民投票に至る経緯 
 





























（出所：信州宮本塾研究集会 2010-12-12 報告資料 岩井達夫氏作成） 
